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就労支援における生成AI活用の現状と期待
₋就労系事業所の支援者と利用者の調査結果から₋

○山口明乙香（高松大学発達科学部）
市本真澄（アクセンチュア株式会社 コーポレート・シチズンシップ）
六車浩（SCCGroup西宝町）
堺勝信、田中香菜子、奥山友理映、菅紀子、大久保郁子（アクセンチュア
株式会社 コーポレート・シチズンシップ）
中尾文香（NPO法人ディーセント・ワークラボ）
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N 割合

1 支援者が事業所運営の事務作業で使用している 93 89.4%

2 支援者が本人の作業の記録を残すために使用している 89 85.6%

3 支援者の研修などの場面で使用している 88 84.6%

4 支援者が外部の関係機関等との連絡調整及び連携において使用している 87 83.7%

5 支援者が支援計画を作成する場合に使用している 86 82.7%

6 本人のプログラムなどの学習場面で使用してもらっている 60 57.7%

7 日報などを本人に入力してもらい記録してもらっている 35 33.7%

8 アセスメントを実施する作業で本人に操作してもらっている 29 27.9%

ICT端末の活用場面＜N＝104＞
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支援者のICT端末を活用していない理由



第３3回職業リハビリテーション研究・実践発表会

5

当
事
者
の
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用
状
況

当事者のICT端末と生成AIの使用状況
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支援者と当事者の生成AIの使用状況と使用場面
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生成AI活用の期待
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